
特別妻度を大ホーム あ わじ荘

評価細目の第二者評価結果

評価対象I 福祉サービスの基本方針と組織

I - 1  電 含・基本方針

9「願 1)

第二者評価結果
I-1-(1)事 弟所が目指すことの実現に向けて取り組んでいる。
I-1-(1月Э 事業所が目指していること健念・基本方的 を明確にして
V る`。 O b ' C
I-1(1淳 の 事業所が目指してV るヽこと除 ・を移代方0■鋤 を和J謂兼
の家族等に周知している。 O b ・

C

事業団の憲章及び職員倫理綴領は明確であり、利用者やその家族箕 誰でも知ることができる仕組
みはできておりま丸
狙岡員に 卿損駒 手帳を配布し、理解への努力をされておられま坑

I-2 諦 函の策定

第二麺 果
1-2-(1)中 。長期的なビジョンと計画を明確にしている。
I-2-(1沖① 事業所が目指していること偲念・基本方網 に向けた計画
的な取組を行つている。

O b ・C

r-2(1淳② 各計画を崩員や斉明者等に周知している。 a r t t  c

特記事項

事業団策定の 聯経指 10カ 年計血 の長期 ・短期のビジョンにリンクさせた、あわじ荘の陀2年
度事業計画に始まるPDCAは 、廻っておりま坑
和開者や家族へ、配布説明できる資料の工夫が実施さ加 ま 更に理解力率まると思われま坑

I-3 控 削冒 (管堅者鞠 の責任とツーダーシンプ

第二青評価結果

I-3-(1)経 割冒 中 の責任を明確にし、 リーダーシップを発揮して
V るヽ。
I-3(1カ Э 澄 潮唇(節聾抑 自らの役割と責任を職員に対して表明して
V る`。 O b ・

C

I-3-(1淳② 経営層 l-4)は 、質の向上に向けて積員が意欲的に取り
組めるような指導力を発揮している。 O b ・

C

I-3-(1)」③ 惣割冒建胆喜稗動 は、惣首鵠 の卿 ヒと購 に向け/_8
組に駒 を発揮している。 O b C



特別養澄を大ホーム あ わじ在

特記事項

経翻唇 の は、各会議体、委員会、部会において、自らの役割と責任を表明し、職員の理

解に努めています1日 標管理の場で更に理解の徹底を図り、職員のサ
ービスの質向上への意欲を強

化することに結び付けていま丸

サービスの質向上目標達成のためには、今後
一層強力にPDCAを 回すことが老要になりま曳

成功の健は、惣営層の強いリ
ーダーシップにあり心から期待しま曳

評価対象工 組 織の運営管理

ロー1 大 材の確保 ・痢成

第二諏 果

H-1-(1)必 要なメせ'揃即持つ付観みを整悔している。

H-1-(1月① 必要な大材に関する則神的なプランを確立して↓ヽる。 a ) b ・ c

エー1-(1淳② 職員の意欲向上に取り組んでヒ≧ a)b・ c

II-1(1月③ 職員の就薬状況や意向を把握し、必要があれば改善する仕組み

を構築している。

a ③・C

H-1(2)職 員の質の向上に向けた体制を確立している。

虹-1(2淳 Э 職員の空質向上に向けた体制を整備している。 ハ b・ c

I-1-12月②定期的に個別の教育。研修計画の評価・見直しを行つている。 古て b) c

II-1(D 実 習生の受入れを適切に行つている。
『■く)逗 >実 習卸α彩暇Lkづ村する却 な姿勢を明確にし、脚 を圏稿

している。
③b・C

H-1-OH② 実習生の旬戎について積極的な取組を行つている。 a)b・ c

特記事項

I l - 2  紳

事業団の人事管理の的組みに沿つて、ル
ール通り実施されておりま抗

あわじ荘の特色ある活動の期 や宙旬の分析 ・改善を推進さ加 去 プランヘの更なる反映が

期待できると思いま抗

教育 ・珊惨に関して,よ

る体制となりま丸

実習生受入に関しては、

た展開を実施されれば、

評価・分析された結果に基づく見直しの実施力布われれ,去 PDCAが 廻

あわじ在の特色を生かした受入を行つており、順次計画的に種別を増やし

更なる成果が出ると思いま丸

第二者評価結果

エー2-(1)利 用者の安全を確保するための取組を行つている。

中 鱒故、鵬 の発鎌 なつ の航 な跡 1用者の発

確保のための体制を圏柏している。

O b ・
C

ロー2-(1カ② 利用者の安全確保のためにリスクを把握し、対策を実行してい

る。
① b ・C



特別養度を人ホーム あ わじ荘

特記事項

正-3 地 域との交流と連携

特記事唄

評価対象III 適切な福祉サ
ービスの実施

lll-1 利用者対立の福祉サービス

第二者評価結果

III-1(1)示 明者を尊重する姿勢を明示している。

たサービス提供について共通の理解をもつた

めの取組を行つている。
O b ・C

事業計画に取り上げている地域防災拠点との連携引ヒと却 般 問 伍色韓 ンタ準 )

相互応援体制整備↓去 地域住民、和り謂孝時に安全
・力さを与える大切な顛

あわじ荘のプロジェクトとして取りJ去 圏精
・推進体制の鋼 ヒ推進を図れば、更なる成果力朔待

できると思いま丸

緊急時の対応については、予防策を含め利用者の安全を確保する仕組みは、整備さ打週
調されてい

ま丸

第二背詔鵬 果

I-3-α )地 域・葬 を把握・分析し、取組を行つている。

II-3-(1淳① 事業溜営をとりまく環境を的確に把握してV る`。 作品 b・ c

ロー3-(1月② 地域の福祉ニーズを把握し、事業・活動を行つている。 う b ・C

Il-3(2)地 域との関係を適切に麒 ヒている。

H-3-12淳Э 利用者と地域との関わりを大切にしている。 atb)・ c

コー3(2淳② ― /J有`する機能を地域に選元している。 a ) b・ C

Il-3-12沖③ ボランティア受入れに対する基本姿勢を明確にし、体制を確立

している。
O b ・C

コー3(3)鵬 関との覇 を需妙Hンている。

I-313淳 ① 必要な社会資源を明確に上空室坐 ′官▼ b ・ c

ロー3(3淳② 関係機関博との連携― に行つている。 a rb卜 c

~   1  豪

そ 予 代 帯 随 紛 挙 灼 牟         【
) 也

地域・親 の把握による事業計画への反映がなされ、腕

域の関わりを推進されておられま丸

日常における地域とのコミニケ
ーシヨンについては、設備提供 (例えは 地域グル

ープヘ場の貸出

)等 の推進を図れF云 更なる利用者とのコニケ
ーシヨンの機会創出が期待できると思いま抗

ポランティアi子ついては、ホ
ームページに募集、地域との関りを深める法Rの 韓進工夫をされて

おられま曳

淡路市地域防災拠点と事業田他施設間 伍色健康総合センタ
ー等)と の連携閉 ヒは、事業計画で重

要課題と位置づけており、強いリ
ーダーシップのもと淡路プロック連絡会等を含めたネットワ

ーク

化を明確にし、内外内の発信を進めれば、地域住民との交流も深まり、更なる安
全で安心なあわじ

荘としての判立を確立する成果力靭待できると思いま丸



特別養遼を大ホーム あ わじ荘

特記事項

llI-2 サ ービスの印列閣呆

特記事項

Ill-1(1月② 利用者のプライバシー保護に関する規模・マニュアル等を整備

している。
○
・b・C

lll-1(2)利 用者満足の向上に努めている。

Ill-1(2涼〇巾胴者やその家族等の意向の把握と満足の向上
への活用に取り

組んでいる。

a O C

Ill-1(3)利 用者あ憶見等を述申 鋼 を確保している。

lll-1(3淳Э 利用者わ湘談や意見を述べやすV環境を整備している。 ∩
b・ C

lll-1-13)H② 紳 の限 を確立し、十分円司知・様鹿している。 r↑ヽ b・ C

Ill-1(3淳③ 利用者からの意見等に対し迅速に対応している。 あ b ・C

基本方針の最上位日立置する rll用者尊重の変蜘 は、あわじ荘運営理念として丈罰ヒさ加ヘ
マ

ニュアル類↓ヨ東映され、研修等で全員に周知されよく浸透していま抗

和瞬者満足調査に関しては、実施するサ
ービスの質を高めるために、組織として定められた仕組

みに従つて、継続した取組を進める必要がありま坑 調査の継続性を保ち上質の情報を得るため

にも、卿 に実施するためにも組織として,剖陶極みを圏篇する必要がありま抗

者情対応に関しては、体制は整備されておりますが、仕組みが分かりにくいとの声がありました

和開軸 を分かりやすく説明するよ坊適 されてはV 力`功までしょうヵ、

第二者評価結果

llI-2(1)質 の向上に向けた取組を組織的に行つている。

lll-2(1淳① サービス内容について定期的に評価を行う体制を目縮してい

る。

a ∪
' C

lll-2(1淳② 詔価の結果に基づき組織として取り組むべき課題を明確にし

ている。
③ b C

Ill-2(1)■③ 課題に対する改善策・改善計画を立て、実施している。 a ∪ ・ c

Ill-2-12)個 々のサービスの標準的な実施方法学

Ill-2-12月① 個 の々サービスにつVて標bl」な実施方法を文謝ヒし、サ
ービ

スを提供している。
③ b ・C

III-2-12淳の 標準的な実施方法について見直しをする仕組みを確立してい

る。
O b C

llI-2(3)サ ービス実施の中 ^

III-2-13淳Э 和J用者に関するサービス実施状況の記録を適切に行つている。 マ`
え b ・ c

Ill-2(3淳② 利用者に関する記録の管割為制を確立している。 作ヽb・C

lll-2(3)」③ 利用者の状況等に関する情報を般員開で共村ヒしている。 丁ヽ b・c

サービスの質の確保に関しては、継続的改善が強く求められますl PDCAの サイクルお鶴続し

て廻し、質向上への取組を推進されることを期待しま汽

個別サービスの面では、質の確保に関しPDCAの サイクルが実施されていました

その他の面で組織上決められた会議体と違う別の会議体で業務が扱われたケ
ースがありました

PDCAを 検討するために会議体の審議事項を明確にする必要がありま汽 あわせて組織
の簡慕

化も検討されることをお勧めしま坑



第二諏 果

Ill-3(1)サ ービス提供の開始を目切に行つている。

Ill-3(1カ① 利用希望者に対してサービス選択に之要な情報を提供してい

る。
④ b ・C

III-3(1淳② サ ービスの開始にあたり利用者等に説明し、同意を得ている。 a ∪ C

lll-3-(2)サ ービスの構続性伯配慮した対応を行つてV るヽ。

Ill-3-12沖Э 事業所の変更や家庭への移行などにあたり、サ
ービスの継続性

に配慮した対応を行つている。

a O ・C

特別養座を人ホーム あ わじ在

llI-3 サービスの開始・継続

特記事項

退所後のフォローアン刻な制の手順の文割 ヒが必要乱

Ill-4 サ ービス実施計画の策定
第二者評価結果

III-4-(1)利 用者のアセスメントを行つてV るヽ。 ^

lll-4(1)」① 定められた手順に従つてアセスメントを行つている。 (a)b・ c

Ill-4(1淳② 和踊者の課題を個別のサービス場面ごとに明示している。 (a) b °
 C

Ill-4-12)和り謂者に対するサービス実施計画を策定している。

II1 4-12淳① サービス実施計画を適切に策定している。 峰レたb ・ C

Ill-4(2淳② 定期的にサービス実施計画の評価・見直しを行つている。 ∩ b ・C

特記事項

各髄 に基づいたサービスが、閣 できました

評価対象Ⅳ 実 施する福祉サ
ービスの内容

Ⅳ-1 末 り調者の尊重・保護
第二苦詔鵬 果

W-1(1)利 用者の尊重・保護

IV l(1淳Э 行事やクラブ活動などへの参加輸内容の決定に利用者の意向

を尊重している。
O b ・C

Ⅳ-1(1淳② 余暇活動や生きがいづくりへの支援を行つている。 たヽ b・ C

rv l(1淳③ 家族や友人等とのつながりを維持するための支援を行つてい

る。
Ob・C

W-1(1月 ④ コミュニケーション手段を確保するための支援や工夫をして

V るヽ。
O b ・
C

和開者の尊重・t7mに ついては、個々の利用者に対し、対応がなされておりま坑
特記事項



lV-2 快 適競 づくり

第二者評価結果

N-2-(1) 拒 誰室

IV 2(1泊Э 決適な生活空間 OB動 の整備に配慮している。 Gうb'C
Ⅳ-2(2)食 事

W-2-12)HЭ 快適節 の整備口剰慮している。 a b・ c

lV 2-(3)み 絡

lV 2-0)=Э 購 な,磁潮潮黎黎夢整備的m慮してぃる。 じ b ・C

ミー2-141 」HLH

Ⅳ 2-141ネ① 快道樋― 輔 眠 している。 ( a l b ・ C

Ⅳ-2(5)衣 服

IV 2(5月① 利用者の個性や好みを尊重し、莉段の選択について支援してい

る。
C い C

Ⅳ-2-16)理 容・美容

IV 2(6月Э 和1用者の個性や好みを尊重し、理容・美容への支援を行つてい

る。
O b ' C

N - 2 ( 7 1  観

Ⅳ-2(7淳① 安眠できるように配慮している。 俗 f b・
C

W 2 - 0鮨 離漣

Ⅳ-2-18淳① 利用者の健康保持に配慮している。 a 卜b・ C

W-2-19)月 鞭

Ⅳ-2(9沖 Э 内服薬・外用薬等の販いを確熱こ行つている。 a ③ C

lV 2(101 外 出

lV 2(10沖 Э 外出,調用者の希望に応じて行つている。 a 卜b ・ c

Ⅳ-2(11)遇 言

Ⅳ-2-(11月① 郵便や電話などの通信機会を確保している。 a
, b ・ c

IV 2(12)帥

Ⅳ-2(12淳① 新聞・雑誌の購説やテレビ等は利用者の意志や希望に沿つて

利用できるよう配慮している。
じ b ・C

lV 2(13)師

Ⅳ-2(13淳Э 嗜好品 僣、たばこ鞠 については、健康上の影響等に留意

した上で、利用者の意志や希望を尊重している。
③ b ' C

特別養霞老人ホーム あわし登

銅 瓢

生活空間は、居室・トイレ・薦下等、先進的な環境にありま抗

嘲 では、側輌撤 の手順など
一層の明闇働ミなされは 更なる成果力朔待されると思われ

ま丸


